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令和７年度 岩手県立大野高等学校 学校評価報告書 

校長：  千葉 美春    

総括的な評価 

 スクールポリシーについて、生徒・保護者・地域に対して一層の周知と理解 

を図る必要がある。 

 学校の特色化及び入学者確保に向けて、学校・地元中学校・地域が連携して 

取り組んだ結果が学校評価に繋がっており、今後も生徒の個々の成長に繋がる 

指導の充実を継続し、地域の期待に応える学校として取り組んでいく。 

 

 

重点目標 達成指標 
自己評価 

学校関係者評価 改善方策 
評価項目及び実績等 達成状況 

１ 分かりやすい授業

に努め、基礎基本を

定着させ、確かな学

力を育成する。 

・ 学校評価「学力向上」に 

おける生徒・保護者の満足 

度 90％以上 

・ 学力向上に関する満足度 

  生 徒 97.8％ 

  保護者 100％ ○ 

・ 生徒個々の学力に合わせた指

導の成果が生徒・保護者の満足

度に繋がっていると考えられ

る。小人数校の特徴を活かし、

継続した指導が求められる。 

・ ICTの活用や授業改善を図り

ながら、分かりやすい授業に努

め、確かな学力を育成してい

く。 

２ キャリア教育を通

して生徒に人生設計

力を培い、一人ひと

りの進路実現を支援

する。 

・ ３年進路達成率 100％ ・ 進路達成率 100％ 

 

 ○ 

・ きめ細やかな指導の実践を継

続し、全員が希望する進路を達

成することが求められる。 

・ 面談や進路希望調査を通し

て、早期から進路意識の醸成を

図り、各種講座への参加や学校

見学、職業体験を積極的に取り

入れていく。 

３ 様々な行事や活動

を通して生徒の主体

性を育み、生徒の自

己有用感の醸成に取

り組む。 

・ 学校評価「自己有用感の 

醸成」における生徒・保護 

者の満足度 90％以上 

・ 自己有用感醸成の満足度 

  生 徒 95.7％ 

  保護者 100％ ○ 

・ 少人数校の特徴を活かした生

徒一人ひとりが活躍できる場

面が多く見受けられたことは

大いに評価できる。 

・ 様々な行事や活動を通じて生

徒一人ひとりが達成感・充実感

を実感できるよう学校・地域が

一体となり、継続性をもって支

援していく。 

４ 実効的に機能する

学校いじめ対策組織

を構築し、組織的に

いじめの未然防止・

適切な対処に当た

る。 

 

・ 学校評価「いじめ防止の

取組」における生徒・保護

者の満足度 90％以上 

・ いじめ防止の取組に関す

る満足度 

  生 徒 100％ 

  保護者 100％ ○ 

・ アンケートの実施や生徒との

面談等を通じて、引き続きいじ

め防止の取組を継続していく

ことが求められる。 

・ アンケートや面談を通じて生

徒が相談しやすい雰囲気づく

りや居場所づくりに努めてい

く。 
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重点目標 達成指標 
自己評価 

学校関係者評価 改善方策 
評価項目及び実績等 達成状況 

５ 地域と連携した活

動に取り組み、地域

に信頼され、魅力あ

る学校づくりに取り

組む。 

・ 学校評価「地域連携」に

おける生徒・保護者の満足

度 90％以上 

・ 保護者や地域との連携に

関する満足度 

  生 徒 95.7％ 

  保護者 100％ 
○ 

・ 魅力ある学校づくりに向け

て、地域の人材や資源などを活

用することが、地域に根差した

学校としてアピールすること

ができる。 

・ 文化祭や地域のイベント等へ

の参加、総合探究など、地域と

の連携に努めるとともに、情報

発信にも継続して取り組んで

いく。 

６ 生徒を個人として

尊重し、不適切な指

導を根絶する体制を

組織として構築す

る。 

・ 学校評価「学校生活」に

おける生徒・保護者の満足

度 90％以上 

・ 学校生活への満足度 

  生 徒 95.7％ 

  保護者 93.8％ 
○ 

・ 生徒個人を尊重しながら指導

に当たっていることが満足度

の割合からもうかがえる。 

・ 校長をリーダーとして、不適

切な指導を根絶し、生徒・保護

者・地域が満足できる学校づく

りに取り組んでいく。 

 


